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~ ，...L-¥.l.. . -δF 論じるときはP=uとする)の条件式かり疋めりれるO-aV=Pの表式はVirial定理によって電
子論的計算に便利な形で導出できることがLibermanによって示され，これに基づく解析カ守屯粋金属
について Pettiforによって行われた。梯君はとくに合金系についての圧力の表式の導出について従来
の理論の誤りを正した上で一般式を与えた。その後tightbinding模型に基づ、いてこの-舟生式をパラメ
トライズし，純粋金属でのPettiforの理論を用いて各パラメタを定めた。各種合金についてその格
子定数が濃度の 1次関数(Vegardの法則)から外れる原因，体積弾性率の濃度変化，生成熱等を上記
の表式とコヒーレントポテンシャル近似に基づく電子構造の計算とを結びつけて詳細に論じているO
とくに磁性金属Mn，Fe， Co， Ni等を成分とする合金については圧力の磁気状態依存性が重要な因子
であることを明かにした。論文の最終章では磁気状態の温度変化を取入れるために，圧力の一般表式
を有限温度での汎関数積分法を用いて評価することを論じているO
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梯君の理論の組み立て方とくに tightbinding模型を用いる点については今後改良の余地を残して
いるが，最初に述べたようにこの分野における最初の定量的理論であり，また得られた結論は今後の
研究の指針として評価することができる O 広範囲の合金について統一的な立場から精力的に研究を行
った本論文は，理学博士の学位論文として十分な価値を有するものと認められるo
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